
　
八
月
十
六
日

　
午
前
中
、
世
田
谷
村
で
休
む
。
十
三
時
過
研
究
室
。
打
ち
合
わ
せ
。
十
五

時
幸
脇
夫
妻
来
室
。
そ
の
後
、
再
び
打
ち
合
わ
せ
。
十
九
時
半
迄
。

　
八
月
十
七
日

　
午
前
中
世
田
谷
村
。
昼
過
研
究
室
。
ロ
シ
ア
疲
れ
い
ま
だ
抜
け
ず
、
そ
ん

な
日
常
の
体
力
と
気
持
の
狭
間
で
、
決
し
て
平
安
な
日
々
で
は
な
い
。
昼
過

ぎ
研
究
室
。
モ
ス
ク
ワ
大
学
よ
り
、
早
大
総
長
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
届
く
。
シ
ェ
ラ

ト
ン
ホ
テ
ル
か
ら
送
っ
た
手
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
一
切
が
届
い
て
い
な
い
の
に
、

モ
ス
ク
ワ
大
学
に
代
表
さ
れ
る
官
僚
機
構
だ
け
は
し
っ
か
り
し
て
る
。
気
に

入
ら
な
い
。
十
九
日
の
広
島
で
の
講
演
の
シ
ナ
リ
オ
作
成
。
雑
打
ち
合
わ
せ
。

十
九
時
過
α
社
長
若
松
氏
来
室
。
早
稲
田
通
り
の
も
め
ん
屋
で
会
食
。
お
互

い
に
ロ
シ
ア
疲
れ
の
カ
ゼ
気
味
で
あ
っ
た
が
、
少
し
飲
む
。
若
松
氏
は
明
後

日
か
ら
カ
ザ
フ
行
と
の
事
。
油
田
だ
な
。
二
十
一
時
修
了
。
二
十
二
時
世
田

谷
村
。
明
日
は
早
朝
六
時
に
迎
え
が
来
て
猪
苗
代
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

キ
ツ
イ
が
マ
ア
仕
方
な
い
か
。
本
当
に
ゆ
っ
く
り
と
休
み
た
い
の
だ
が
、
そ

の
チ
ャ
ン
ス
は
死
ぬ
迄
無
い
な
。
忍
田
邸
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
浮

か
ぶ
。

　
八
月
十
八
日

　
朝
五
時
半
起
床
。
朝
食
。
六
時
友
岡
君
迎
え
に
来
て
猪
苗
代
へ
。
九
時
二

〇
分
郡
山
南
イ
ン
タ
ー
出
口
。
十
時
猪
苗
代
湖
鬼
沼
、
ア
ジ
ア
農
芸
村
前
進

基
地
現
場
。
コ
ル
ゲ
ー
ト
パ
イ
プ
一
本
と
受
水
管
２
本
の
組
立
て
が
完
了
し

て
い
た
。
三
〇
年
振
り
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
パ
イ
プ
・
ア
ー
チ
型
と
の
再
会
で
あ

る
。
地
元
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
。
コ
ル
ゲ
ー
ト
上
の
土
の
被
覆
、
山
側
の
よ

う
壁
の
件
等
。
十
一
時
三
〇
分
修
了
。
東
京
へ
と
ん
ぼ
返
り
。
只
今
十
七
時

東
北
道
を
走
り
、
首
都
高
王
子
北
を
厚
生
館
現
場
へ
向
け
て
走
っ
て
い
る
。

十
八
時
過
厚
生
館
現
場
。
雲
描
き
島
倉
二
千
六
さ
ん
の
天
井
、
壁
画
を
見
る
。

木
本
君
の
ザ
ク
ロ
見
る
。
双
方
共
に
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
。
近
藤
理

事
長
、
西
山
氏
と
会
食
。
二
十
三
時
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
八
月
十
九
日

　
六
時
前
起
床
。
七
時
五
〇
分
東
京
発
の
ぞ
み
５
号
で
広
島
へ
。
車
内
で
講

演
用
の
ス
ラ
イ
ド
整
理
。
流
石
に
ウ
ト
ウ
ト
と
し
続
け
た
。
十
一
時
四
十
五

分
頃
広
島
着
。
八
丁
堀
シ
ャ
ン
テ
へ
。
広
島
町
村
長
会
研
修
会
の
会
場
へ
。

昼
食
後
、
講
演
。
十
四
時
十
五
分
、
定
刻
通
り
修
了
。
そ
の
後
、
前
広
島
市

長
平
岡
さ
ん
等
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
十
六
時
広
島
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
と

会
合
。
十
七
時
過
修
了
。
広
島
駅
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
ホ
テ
ル
地
下
で
平
岡
さ

ん
、
国
近
さ
ん
、
塚
田
君
、
黒
田
さ
ん
、
ニ
セ
・
ガ
ン
ジ
ー
等
と
ビ
ー
ル
を

飲
む
。
広
島
市
と
の
附
合
い
も
、
実
感
と
し
て
は
よ
う
や
く
本
格
的
な
も
の

に
な
っ
て
き
た
。
平
岡
さ
ん
も
市
長
職
を
捨
て
、
本
音
を
語
り
始
め
て
い
る

し
、
国
近
さ
ん
も
オ
バ
さ
ん
の
直
観
を
語
り
始
め
て
い
る
。
市
役
所
の
塚
田

君
も
、
チ
ョ
ッ
と
現
実
の
壁
に
対
面
し
て
、
複
雑
な
大
人
に
な
り
始
め
た
。

要
す
る
に
皆
、
成
熟
し
始
め
て
い
る
の
だ
。
幸
か
不
幸
か
、
広
島
と
は
良
質

の
人
格
と
附
合
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
達
と
の
附
合
い
は
大
事

に
し
な
け
れ
ば
。
人
生
と
い
う
の
は
、
下
ら
な
い
言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
膨
大
な
無
駄
の
蓄
積
の
山
か
ら
か
ろ
う
じ
て
、
カ

ビ
の
様
な
花
が
咲
く
機
会
が
出
現
す
る
も
の
ら
し
い
。
只
今
、
二
〇
時
。
十

九
時
三
十
一
分
発
の
の
ぞ
み
が
十
分
遅
れ
で
広
島
を
発
ち
、
岡
山
に
向
け
て
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走
っ
て
い
る
。
只
今
、
二
十
一
時
過
大
阪
を
過
ぎ
た
。
流
石
に
一
時
間
半
程

正
体
も
な
く
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
広
島
と
の
附
合
い
は
大
事
に
し
な
く
て
は
、

の
実
感
を
身
体
の
奥
底
か
ら
得
た
の
が
、
今
度
の
広
島
行
の
収
穫
で
あ
っ
た
。

二
十
三
時
五
〇
分
東
京
駅
よ
り
中
央
線
で
新
宿
へ
。
二
十
四
時
四
〇
分
世
田

谷
村
帰
着
。

　
八
月
二
〇
日

　
午
前
中
、
世
田
谷
村
で
休
む
。
広
島
の
塚
田
君
、
ニ
セ
・
ガ
ン
ジ
ー
に
葉

書
き
を
書
く
。
今
、
動
い
た
方
が
良
い
様
な
気
が
し
き
り
に
す
る
の
だ
。
皆

が
疲
れ
て
停
滞
し
て
い
る
今
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
風
を
吹
か
せ
る
必
要
が
あ

る
。
ど
ん
な
風
で
も
、
何
か
が
広
島
の
人
間
の
気
持
ち
の
中
に
少
し
で
も
流

れ
込
め
ば
良
い
。
十
二
時
前
、
世
田
谷
を
発
つ
。
研
究
室
で
雑
事
を
す
ま
せ

た
後
、
十
七
時
五
反
田
へ
。
打
ち
合
わ
せ
修
了
後
十
九
時
過
よ
り
友
岡
社
長

と
会
食
。
友
岡
社
長
の
イ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
在
の
話
し
が
妙
に
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
が
あ
っ
た
。
二
十
一
時
半
山
手
線
で
帰
る
途
次
。
二
十
二
時
過
世
田
谷

村
帰
着
。

　
八
月
二
十
一
日

　
家
内
、
軽
井
沢
へ
。
体
調
を
少
し
づ
つ
回
復
さ
せ
る
。
体
あ
っ
て
の
気
力

だ
。
そ
ん
な
真
理
が
最
近
こ
と
さ
ら
身
に
し
み
る
。
今
日
は
利
根
町
行
。
百

人
ス
ク
ー
ル
で
少
し
ま
と
ま
り
の
あ
る
話
し
が
で
き
る
と
良
い
な
。
お
ば
さ

ん
達
は
し
た
た
か
だ
け
れ
ど
、
活
力
が
あ
る
。
小
さ
な
本
格
的
な
自
力
農
園

運
動
に
育
て
た
い
。
十
時
十
分
新
宿
待
ち
合
わ
せ
。
十
一
時
半
取
手
着
。
佐

藤
さ
ん
迎
え
て
下
さ
る
。
十
二
時
頃
佐
藤
宅
で
利
根
町
産
の
心
尽
し
の
昼
食

を
い
た
だ
く
。
十
四
時
蛟
も
う
神
社
下
の
角
田
さ
ん
宅
で
百
人
ス
ク
ー
ル
定

例
会
。
ロ
シ
ア
の
ダ
ー
チ
ャ
に
つ
い
て
先
週
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
述
べ
る
。

十
五
時
過
修
了
。
そ
の
後
、
約
二
十
名
程
の
利
根
町
の
人
々
か
ら
意
見
そ
の

他
活
発
に
出
る
。
長
島
さ
ん
の
決
断
に
よ
っ
て
、
百
人
ス
ク
ー
ル
は
四
反
部

の
田
畑
を
、
考
え
行
動
す
る
対
象
と
し
て
手
中
に
し
た
。
長
島
さ
ん
に
感
謝
。

長
島
さ
ん
よ
り
、
先
ず
一
反
部
で
白
菜
を
秋
よ
り
種
ま
き
し
た
い
旨
の
提
案
、

そ
し
て
百
人
ス
ク
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
も
う
一
反
で
ソ
バ
を
作
り
た
い
の

提
案
が
あ
り
、
会
は
活
発
な
意
見
、
そ
の
他
が
入
り
乱
れ
た
。
そ
の
後
、
石

川
さ
ん
の
菜
園
を
再
訪
。
ロ
シ
ア
の
ダ
ー
チ
ャ
よ
り
も
本
格
的
な
菜
園
で
、

つ
け
も
の
そ
の
他
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ビ
ー
ル
、
お
茶
を
飲
む
。
風
良
し
。

こ
ん
な
事
で
充
足
し
て
し
ま
っ
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
な

が
ら
、
で
も
充
足
し
て
し
ま
う
。
十
七
時
過
ま
で
。
十
九
時
上
野
駅
で
友
岡

君
と
チ
リ
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
二
十
一
時
三
〇
分
過
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今

日
は
戻
っ
て
も
一
人
で
猫
と
ウ
サ
ギ
し
か
迎
え
て
く
れ
な
い
。
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